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ごみゼロ新聞調査隊が行く

～津山圏域クリーンセンターより～

リサイクルプラザを利用してみよう

不要品を持込む際に

ちょっと気に

かけていたらよい点！！

①   行く前に電話連絡す

ると、引取可能かど

うかある程度分かり

ます。

②   持込みは火～日まで可能ですが、

火～土までがおすすめ。

　   引取不可の際は、クリーンセン

ターでごみとして処分できます。

お問合せ

リサイクルプラザ

℡　0868-57-0153

津山圏域クリーンセンター（以下、「クリーンセンター」）には、環境学習の拠点として、リサ

イクルプラザがあります。

まだまだ使えるものを、みなさんがもう使わなくなったからといって、ごみとして処理してし

まうのはもったいないことです。リサイクルプラザでは「リユース」として、みなさんから提供

してもらった品物を、欲しいという方にお渡しできるリユースコーナーが設けられています。（有

料や抽選となるものもあります。）

また、自然保護や自然環境との調和、ごみの減量化や資源の有効活用について学ぶことができ

るほか、廃棄物を利用した工作など、いろいろな体験プログラムが利用できます。



集められたものを引き渡す

リサイクル会社は毎年入札で

決まります。

今年は、パレットなどの

プラスチック製品製造の

原材料に利用されています。





リサイクル推進委員の委嘱式と研修会が開催されました。

　各町内会から推薦していただいたリサイクル推進委員の委嘱式が、総合福祉会館で平成28年７

月31日(日)に開催されました。その後、研修会として、改めて今年４月から変更になったごみの

分別・出し方について学んでいただきました。

　また、日を改めて、リサイクル推進委員を対象としたクリーンセンターの見学会を８月５・６

日に行いました。

リサイクル推進委員の任務

家庭ごみの減量化、資源化及び適正処理について市民と行政をつなぐ地域の指導者として、

普及・啓発活動や市と市民をつなぐ伝達窓口などの役割を担っていただいています。

津山圏域クリーンセンター ・ リサイクルプラザの見学や環境学習の申し込みについて

クリーンセンターの見学だけではなく、体験工房プログラムとして、紙すき、たわし作り、

廃油キャンドル作り、新聞エコバック作りなどのメニューがあります。

楽しく学んでいただき、ごみ減量や３Ｒの推進を考える契機にしてください。

★  団体での見学は事前予約が必要です。

　クリーンセンターへ行く際は、交通安全によく気をつけてください。ついついスピードが

出てしまいがちです。通学路の横断もありますので、交通ルールを遵守しましょう！

ちょっと注意

℡ 0868-57-0153

開館時間：火～日曜日 午前9：00～午後4：00

月曜日休館（月曜日が祝日の場合は火曜日が休館日）

見学等のお問い合わせ

「リサイクルプラザ」

ごみゼロ新聞へのご意見・
ご要望をお寄せください。

『津山市ごみゼロ新聞編集委員会』
津山市環境事業課3R推進係 Tel 32-2203 Fax 23-7055
E-mail：gomizero@city.tsuyama.okayama.jp 

ごみゼロ新聞は、環境保護のため再生紙と植物油インキを使用しています。読み終えた後はリサイクルにご協力ください。


